
現場透水試験の目的と概要

目的

• 地下水情報の基本となる自然水位（被圧水頭）と透水係数kを把
握すること

概要

• ボーリング孔の先端に地下水が流入するストレーナー部分（試験
区間）を設け、孔内の水位を人工的に変動させ、その後の水位状
況を測定する。このときの時間と地下水位とから地盤の透水係数
を求める試験。
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現場透水試験精度向上のポイント
項
目
精度向上のポイント

試
験
実
施

①ピエゾメータ法（強制水位低後の水位回復を測定）が基本
②孔内水位s0を下げ過ぎない（1m以内）
③試験孔周辺の水位を下げないように努める
④孔内水位を下げるのにベーラは極力避ける
⑤透水部分（L区間）の形状を確保
⑥透水区間にはストレーナ管を用いることが好ましい
⑦透水区間長Lを、試験孔径2rwに対して十分長くとる
⑧試験時の初期水位（自然水位）をきちんと把握する

試
験
結
果
解
析

⑨ケーシング径は水位変動区間の2Rw（内径）と透水区間の2rw（外径D）を区
別する
⑩t‐loghの作図は、縦軸にloghをとる
⑪透水係数kを求めるt‐loghの勾配は立ち上がりの直線部分を取る
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透水係数を求める方法
大区
分

手法区分 中区分 対象 試験の名称・方法

直接
法

原位置試験 単孔式透水試験 地盤 単孔を利用した透水試験方法

岩盤 孔内水位回復による岩盤の透水
試験方法

注水による岩盤の透水試験方法

ルジオン試験方法

多孔式揚水試験 帯水層 揚水試験方法

その他 盛土 締め固めた地盤の透水試験方法

室内試験 定水位透水試験 供試体 土の透水試験方法

変水位透水試験

不飽和透水試験 不飽和 不飽和土の透水試験方法

間接
法

推定手法 粒度から推定 粗粒土 クレーガーの方法、ハーゼンの方
法

解析的手法 数値解析 地盤・
岩盤

逆解析
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透水係数と試験方法
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現場透水試験の方法と種類
区
分

保孔方法 地下水
状態

透水
区間

慣用的呼称 水位
変動
促進

土質状態 適用

非
定
常
法

保孔なし 自由水 L区間 オーガー法 揚水
注水

砂質土
孔壁自立

地下水位
浅い

ケ
ー
シ
ン
グ

一重管 自由水 L区間 ピエゾメータ法 揚水
注水

砂質土
孔壁崩壊孔底 チューブ法

一重管 被圧水 L区間 ピエゾメータ法 揚水
注水

砂質土
透水層存在

地下水位
深い孔底 チューブ法

二重管 被圧水 L区間 ピエゾメータ法 揚水
注水

砂質土
多層系地盤

孔底 チューブ法

定
常
法

パッカー 被圧水
自由水

L区間 パッカー法 注水 砂質土

ケーシング 被圧水
自由水

L区間 揚水法 揚水 砂質土
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主な透水試験算定式
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透水係数への影響因子
影響因子例 影響例

土質 礫⇒k大、砂⇒k中、粘土⇒k小

粒径 分級された粒度の場合
粒径大⇒k大、粒径小⇒k小

粒度 分級された（均等）⇒k大
粒径幅広い⇒k小

粒形 丸み⇒k大、角張る⇒k小

密度 密度低い（緩い）⇒k大
密度高い（よく締まった）⇒k小

異方性 水平堆積層の場合
水平方向⇒k大、鉛直方向⇒k小
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クレーガーによるD20とkの関係
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